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●令和３年度 当初予算 27億 3,000 万円（3月議会定例会）
●村内の商店の継続支援は（一般質問）
●消防団長に聞きました（村人インタビュー）
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五木東小　遠足の様子
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どう描く 新年度

予算
　

令
和
３
年
、第
１
回
定
例
会
を
３
月
９
日
（
火
）
か
ら
16
日
（
火
）
ま
で
８
日
間
、開
催
。

　

内
容
は
、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
令
和
2
年

度
補
正
予
算
６
件
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
10
件
の
計
23
件
、
ま
た
最
終
日
に
は
人
事
案

件
が
１
件
追
加
。

　

提
案
さ
れ
た
全
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
成
立
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
政
策
課
題
、
財
政
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
等
を
執
行
部
に
質
し
た
。

自主財源
5億415万5千円
（18.4％）

自主財源
5億415万5千円
（18.4％）

村税
2億2,648万7千円

（8.3％）

村税
2億2,648万7千円

（8.3％）

寄付金
2,150万2千円
（0.8％）

寄付金
2,150万2千円
（0.8％）

財産収入
4,989万2千円（1.8％）

財産収入
4,989万2千円（1.8％）

繰入金
1億4,790万6千円

（5.4％）

繰入金
1億4,790万6千円

（5.4％）

繰越金
2,500万円
（0.9％）

繰越金
2,500万円
（0.9％）

諸収入
1,637万3千円
（0.6％）

諸収入
1,637万3千円
（0.6％）

地方譲与税等
9,101万2千円
（3.3％）

地方譲与税等
9,101万2千円
（3.3％）

地方交付税
11億3,000万円
（41.3％）

地方交付税
11億3,000万円
（41.3％）

国庫支出金
4億9,388万8千円
（18.1％）

国庫支出金
4億9,388万8千円
（18.1％）

県支出金
4億527万4千円
（14.8％）

県支出金
4億527万4千円
（14.8％）

村債
1億1,110万円
（4.1％）

村債
1億1,110万円
（4.1％）

分担金及び負担金
221万3千円（0.1％）
分担金及び負担金

221万3千円（0.1％）

使用料及び手数料
1,478万2千円（0.5％）

使用料及び手数料
1,478万2千円（0.5％）

依存財源
22億3,127万4千円

（81.6％）

依存財源
22億3,127万4千円

（81.6％）

歳 入 総 額
27億3,542万9千円
歳 入 総 額

27億3,542万9千円
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2,864,7942,864,794 3,015,3143,015,314

2,531,2682,531,268
2,568,1602,568,160 2,771,9232,771,923
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年
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年
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年
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年
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未来の姿を令和３年
第１回定例会

令和３年度当初予算対前年度比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　    　      （単位：千円）

会計名 令和３年度 令和２年度 対前年度
増減額 増減率（％）

一般会計 2,735,429 2,322,502 412,927 17.8
国民健康保険特別会計 184,241 168,825 15,416 9.1
ダム対策事業特別会計 308 325 △ 17 △ 5.2
簡易水道事業特別会計 38,626 17,947 20,679 115.2
農業集落排水事業特別会計 13,704 12,755 949 7.4
介護保険特別会計 229,807 211,488 18,319 8.7
代替地上下水道事業特別会計 17,528 15,300 2,228 14.6
後期高齢者医療特別会計 25,995 25,623 372 1.5
墓地公園特別会計 321 286 35 12.2
情報通信事業特別会計 39,768 35,457 4,311 12.2
特別会計　小計 550,298 488,006 62,292 12.8

合　　計 3,285,727 2,810,508 475,219 16.9

議会費
5,722万円
（2.1％）

議会費
5,722万円
（2.1％）

総務費
5億2,617万8千円
（19.2％）

総務費
5億2,617万8千円
（19.2％）

民生費
3億391万9千円
（11.1％）

民生費
3億391万9千円
（11.1％）

衛生費
1億1,320万7千円

（4.1％）

衛生費
1億1,320万7千円

（4.1％）

商工費
1億1,098万4千円

（4.1％）

商工費
1億1,098万4千円

（4.1％）

農林水産業費
3億4,522万8千円
（12.6％）

農林水産業費
3億4,522万8千円
（12.6％）

教育費
1億7,860万2千円

（6.5％）

教育費
1億7,860万2千円

（6.5％）

災害復旧費
4億7,380万円
（17.3％）

災害復旧費
4億7,380万円
（17.3％）

公債費
3億3,508万9千円
（12.2％）

公債費
3億3,508万9千円
（12.2％）

予備費
200万円
（0.1％）

予備費
200万円
（0.1％）

土木費
1億7,690万6千円

（6.5％）

土木費
1億7,690万6千円

（6.5％）

消防費
1億1,229万6千円

（4.1％）

消防費
1億1,229万6千円

（4.1％）

歳 出 総 額
27億3,542万9千円
歳 出 総 額

27億3,542万9千円

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
木
下
村
長
は
、

第
6
期
五
木
村
基
本
構
想
の
実
現
を
目
指
し
、
村
の

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
と
産
業
振
興
に
対
応

す
る
た
め
、「
村
民
参
加
の
着
実
な
産
業
振
興
と
暮
ら

し
改
革
」
を
推
し
進
め
る
予
算
編
成
の
基
本
方
針
を

示
し
、
特
に
以
下
４
項
目
を
重
点
的
に
今
回
の
定
例

会
に
提
案
し
た
。

〈
重
点
項
目
〉

１
．
雇
用
の
場
の
確
保
に
関
す
る
施
策
。

２
．
高
齢
者
の
総
合
的
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
移
動
手
段

に
資
す
る
施
策
。

３
．
林
業
や
観
光
な
ど
の
産
業
分
野
に
資
す
る
施
策
。

４
．「
流
水
型
ダ
ム
構
想
」
に
対
応
す
る
施
策
。
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見てみよう令和３年度予算（歳入）
　令和３年度一般会計予算は、27億 3,542 万９千円で可決しました。
　その中の歳入　　・自主財源　５億415万 5,000 円
　　　　　　　　　・依存財源　22億 3,127 万 4,000 円となっています。
　そこで、依存財源の内、熊本県から五木村へ、補助金、負担金、委託金として
　　　　　　　　　・４億527万 4千円が入って来ます。その内容を見てみました。

県負担金　　 　3,309 万円 民生費負担金 27,388,000
衛生費負担金 3,000
後期高齢者医療 5,702,000

県補助金　３億6,547万円 総務費 土地、電源立地、地籍 65,510,000
五木村振興（ふるさと計画） 68,457,000
五木村振興（再建計画） 81,844,000
社会保障・税番号 720,000
球磨川水系防災、減災 4,786,000
熊本地震復興 9,280,000

民生費補助金 2,795,000
衛生費補助金 853,000
農林水産費補助金 65,986,000
教育費補助金 2,947,000
災害復旧費補助金 62,300,000

県委託金　　　    670 万円 総務費委託金 6,503,000
農林水産業費委託金 200,000

支出金県　　合計 405,274,000

1.　特定地域づくり事業協同組合制度

・特定地域づくり事業協同組合設立補助金 事業費：300万円
　「１事業者では年間を通じた仕事がないが、繁忙期には人材を確保したい。」「閑散期には休みが多
く、安定的な収入が確保できない。」といった事業者と求職者をつなげる制度。

＜期待されること＞
　・雇用の創出　　・担い手不足解消　　・移住定住促進

令和３年度当初予算　主な新規事業
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（https://www.soumu.go.jp/main_content/000679335.pdf　より画像切り抜き）

2.　五木村の森林・林業の普及啓発活動

・五木産材PR活動業務委託 事業費：700万円
・五木村モデル林森林整備委託 事業費：100万円
・森林環境保全普及啓発委託 事業費：300万円
　成熟した木材資源の活用や、村有林を人工林のモデルとして
整備し、人的交流の場を整備する。

3.　新型コロナウイルス感染症に対応した「五木の祭り」

・五木の祭り実行委員会助成金 事業費：1000万円
　新型コロナウイルス感染予防対策を講じて、四季を通じて五木
の魅力を発信する持続可能な祭りを開催。また、村民が主体とな
り企画運営する祭りとする。
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―　第１回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

審
議
結
果

議案第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意 
全員賛成

議案第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意 
全員賛成

議案第５号 五木村議会議員及び五木村長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第６号 五木村課設置条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第７号 報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第８号 五木村国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第９号 五木村介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第10号 令和2年度五木村一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第11号 令和２年度五木村国民健康保険特別会計補正予
算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第12号 令和２年度五木村簡易水道事業特別会計補正予
算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第13号 令和２年度五木村介護保険特別会計補正予算（第
３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第14号 令和２年度五木村後期高齢者医療特別会計補正
予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第15号 令和２年度五木村情報通信事業特別会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第16号 令和３年度五木村一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第17号 令和３年度五木村国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第18号 令和３年度五木村ダム対策事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第19号 令和３年度五木村簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第20号 令和３年度五木村農業集落排水事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第21号 令和３年度五木村介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第22号 令和３年度五木村代替地上下水道事業特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第23号 令和３年度五木村後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第24号 令和３年度五木村墓地公園特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第25号 令和３年度五木村情報通信事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第26号 教育長の選任について × ○ ○ ○ ○ ○ × 原案同意 
賛成多数

人事案件

教育長

西
にし

龍
りゅうさぶろう

三郎　氏

賛成…○　反対…×　欠席…欠

固定資産評価審査委員会委員　吉
よしまつ

松 猛
たけし

　氏

固定資産評価審査委員会委員　尾
おがた

方 哲
さとる

　氏
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　令和２年７月豪雨で被害を受けた村道の災害復旧工事３億１千３百万円の補正予算、新型
コロナウイルスワクチン接種体制確保の関連費用として３百38万６千円を全会一致で可決
した。

　令和３年１月29日、第１回五木村議会臨時会を開会。会期を１月29日の１日限りとして、五木村一般会計
予算に３億８千８百12万２千円を追加し、総額35億８千５百20万２千円を上程し、議題とした。
　一般会計補正の内容は、令和２年７月豪雨で被害を受けた村道災害
復旧工事３億１千３百万円、村道災害復旧工事測量設計業務委託料１
千８百万円、元井谷川河川災害復旧工事４千２百万円、林業振興基金
積立金７百万３千円、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保の関
連費用として３百38万６千円、村有林素材生産間伐事業業務委託料と
して３百27万８千円を計上。また、「指定管理者の指定」は五木村診
療所の管理者を指定するもので、提案された２議案は全会一意で可決
した。

　令和３年５月７日で任期満了となる「監査委員の選任」、既決予算に歳入歳出それぞれ137万
８千円を追加する「令和２年度五木村一般会計補正予算（第９号）」を全会一致で可決した。
　令和３年３月29日、第２回五木村議会臨時会を開会。会期を３月29日１
日間限りとして、五木村一般会計予算に137万８千円を追加し、総額38億
3593万７千円。また、人事案件では令和３年５月７日に任期満了となる監
査委員の選任についての議案が上程され２議案とも全会一致で可決した。
　一般会計補正の主なものは、新型コロナウイルスワクチン接種記録シス
テム改修委託料76万６千円、ヤマメ養殖施設指定管理料50万円などが計上
された。
　監査委員は牛

うしぐさ

草敏
としのり

憲氏（人吉市）が選任された。

村道災害復旧工事に
３億１千３百万円の補正

令和２年度五木村一般会計補正予算137
万８千円を追加し38億3593万７千円

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

審
議
結
果

議案第1号 指定管理者の指定について（五木村診療所） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決　全員賛成
議案第２号 令和2年度五木村一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決　全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

第１回
臨時会

第２回
臨時会

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

審
議
結
果

議案第27号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意　全員賛成
議案第28号 令和2年度五木村一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決　全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

元井谷川の災害状況

新型コロナウイルスワクチン接種模擬訓練の様子
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ふ
る
さ
と
五
木
村
づ

く
り
計
画
に
つ
い
て

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

今
回
の
計
画
で
人
口
構
成
、
生
産

年
齢
人
口
等
ど
の
よ
う
な
計
画
を

さ
れ
る
の
か
村
長
の
考
え
は
。

五
木
村
の
振
興
は
道
半
ば

で
令
和
５
年
度
ま
で
計
画
期
間
が

延
長
さ
れ
て
い
る
。
直
近
の
人
口

が
１
，
０
２
８
人
、
生
産
年
齢
人

口
４
４
９
人
、
14
歳
ま
で
が
７
０

人
で
目
標
値
を
設
定
し
取
り
組
ん

で
い
る
。生

産
年
齢
人
口
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
計
画
で
取

り
組
む
こ
と
は
。

雇
用
の
場
の
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
就
業
環
境
の
改
善
ま
た

は
既
存
の
企
業
を
含
め
総
務
省
の

制
度
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
」
に
取
り
組
み
支
援

を
考
え
て
い
る
。

五
木
村
に
は
結
婚
適
齢

期
の
方
も
多
い
。
人
口
を
増
や
す

に
は
政
府
が
勧
め
る
Ａ
Ｉ
婚
活
の

情
報
を
収
集
し
て
取
り
組
む
考
え

は
。

情
報
を
収
集
し
て
対
策
を

し
た
い
。全

国
小
さ
な
村
ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
参

考
に
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

全
国
７
つ
の
村
で
の
取
り

組
み
で
、
五
木
村
は
そ
の
中
で
人

口
が
一
番
多
い
。
大
川
村
は
人
口

が
５
０
０
人
程
度
で
地
域
づ
く
り

等
を
取
り
組
ん
で
お
り
、
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

県
の
五
木
村
振
興
推
進
条

例
の
中
で
、
五
木
村
は
国
、
県
の

政
策
に
一
方
的
に
翻
弄
さ
れ
て
き

た
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
条
例
は

川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画
で
大
き
な

影
響
を
受
け
た
五
木
村
の
振
興
が

必
要
と
謳
っ
て
あ
る
。
県
に
強
く

雇
用
の
場
を
要
望
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

五
木
村
の
課
題
を
し
っ
か

り
と
県
に
伝
え
、
支
援
を
受
け
る

よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

村
内
で
生
活
用
品
を
買
え

な
く
な
る
心
配
が
あ
る
。
ま
た
人

口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
既

存
の
商
店
は
廃
業
も
考
え
ら
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
問
題
も
あ
る
。
地
元

の
商
店
が
事
業
継
続
で
き
る
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

既
存
商
店
は
地
域
の
拠
り

所
で
あ
る
。
ま
た
買
い
物
弱
者
支

援
等
も
重
要
で
商
工
会
と
協
議
を

し
政
策
を
作
り
な
が
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
。

地
元
商
店
は
高
齢
者
宅
に

一
品
で
も
届
け
て
お
り
、
収
益
が

な
い
中
で
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
と
思
う
が
。

各
商
店
の
努
力
に
よ
り

賄
っ
て
お
ら
れ
る
。
買
い
物
弱
者

を
支
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
、

政
策
を
つ
く
り
な
が
ら
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

我
が
村
は
広
範
囲
に
集
落

が
点
在
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
コ
ス
ト
高
で
あ
る
。
集
落
の

集
約
化
に
取
り
組
み
が
必
要
と
思

う
が
。

集
約
化
は
そ
の
地
域
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
ご
意
見
を

慎
重
に
伺
い
な
が
ら
進
め
る
考
え

で
あ
る
。先

進
事
例
も
あ
る
。
移
転

し
て
良
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
今
後
計
画
を
し
て
実
施
す
る

考
え
は
。県

と
も
協
議
を
し
、
村
全

体
的
に
な
る
が
対
応
し
た
い
と
思

う
。

村内の商店が継続できる支援が
必要では
木下村長　買い物弱者等対策が重要で商工会と協議
　　　　　したい

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村政
を
問う
一般質問

藤本 新一 議員

五木村人口ビジョンと基本構想
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村政
を
問う
一般質問

川
辺
川
ダ
ム
復
活
に
つ

い
て

半
世
紀
に
渡
る
川
辺
川
ダ

ム
問
題
、
今
回
は
治
水
専
用
と
あ

る
が
、
い
つ
着
工
し
、
い
つ
頃
完

成
の
見
通
し
か
。
国
・
県
に
、
計

画
の
透
明
性
と
見
通
し
を
示
し
て

も
ら
い
、
村
民
に
不
安
と
混
乱
が

な
い
よ
う
充
分
に
説
明
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

１
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

第
３
回
球
磨
川
流
域
治
水
協
議
会

で
は
、
今
後
５
年
か
ら
10
年
程
度

で
実
施
す
る
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
が
示
さ
れ
た
。
流
水

型
ダ
ム
は
国
に
お
い
て
令
和
３
年

度
に
調
査
・
検
討
を
本
格
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
だ
場

所
、
概
要
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

村
の
振
興
に
直
結
す
る
話
な
の

で
、
早
く
示
す
よ
う
国
・
県
に
要

望
し
て
い
る
。

国
・
県
は
川
辺
川
ダ
ム

復
活
に
つ
い
て
は
強
調
し
て
い

る
が
、
平
成
８
年
に
取
り
決
め
た

五
木
ダ
ム
に
つ
い
て
、
国
・
県
か

ら
五
木
ダ
ム
の
話
が
な
い
。
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
五
木

小
川
や
梶
原
谷
に
も
大
き
な
砂
防

が
必
要
と
思
う
が
。

五
木
ダ
ム
は
水
特
法
に
も

謳
っ
て
あ
り
、
７
月
豪
雨
災
害
を

み
る
と
河
床
も
上
昇
し
て
い
る
。

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。
五
木

小
川
、
梶
原
川
等
に
つ
い
て
も
砂

防
事
業
等
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

要
望
し
て
い
く
。

も
し
、
穴
あ
き
ダ
ム
で
２

つ
の
発
電
所
、
１
つ
の
ダ
ム
が
な

く
な
る
と
貴
重
な
財
源
で
あ
る
大

口
の
固
定
資
産
税
５
，
０
０
０
万

円
相
当
が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
の

で
は
。

税
収
が
大
き
く
減
っ
て
く

る
の
で
、
代
替
の
財
源
確
保
を
国
・

県
に
要
望
し
て
い
く
。

道
の
駅
の
経
営
に
つ
い

て

道
の
駅
は
、
村
の
産
業
や

観
光
振
興
の
核
で
あ
る
。
残
念
な

が
ら
慢
性
的
な
赤
字
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
経
営
改
善
を
図
ら
れ
る

の
か
、
村
長
と
し
て
、
社
長
と
し

て
の
考
え
は
。

経
営
改

善
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
公
共

性
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、
一
民

間
企
業
と
し
て
と
の
兼
ね
合
い
を

調
整
し
な
が
ら
、
議
会
に
も
相
談

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

村
か
ら
年
間
委
託
料
と

し
て
ど
の
く
ら
い
払
っ
て
い
る
の

か
。

指
定
管
理
料
が
１
，
９
３

０
万
5
千
円
、
委
託
料
等
が
２
９

５
万
円
で
合
計
約
２
，
２
０
０
万

円
で
あ
る
。

林
業
振
興
に
つ
い
て

村
長
は
常
に
村
の
主
産
業

は
林
業
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

昭
和
40
年
代
に
は
３
０
０
人
以
上

の
森
林
整
備
員
が
い
た
と
記
憶
し

て
い
る
が
、
現
在
は
29
名
し
か
い

な
い
。
こ
れ
で
は
五
木
全
体
の
山

の
管
理
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
今

回
の
緑
の
流
域
治
水
を
き
っ
か
け

に
村
の
再
生
を
含
め
て
全
国
か
ら

１
０
０
名
程
度
募
集
し
て
林
業
開

発
青
年
隊
を
つ
く
っ
て
日
本
で
一

番
の
モ
デ
ル
林
業
を
夢
と
希
望
を

も
っ
て
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

村
に
と
っ
て
基
幹
産
業
は

林
業
で
あ
る
。
60
年
前
か
ら
の
拡

大
造
林
か
ら
今
や
伐
期
に
入
り
新

た
に
植
替
え
や
下
刈
り
等
の
労
働

者
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
林
業

労
働
環
境
を
整
え
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
年
は

大
径
木
の
モ
デ
ル
林
を
整
備
し
て

交
流
人
口
等
を
増
や
し
て
森
林
整

備
の
必
要
性
も
示
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

西村 久徳 議員

五木ダム建設は
木下村長　強く要望していきたい

水没予定地
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村政
を
問う

令
和
３
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
編
成
方
針

木
下
村
長
就
任
２
回
目

の
予
算
編
成
の
中
に
、
五
木
村
の

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
起
因
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
と
産
業
振
興
に
対

応
す
る
た
め
「
村
民
総
参
加
の
着

実
な
産
業
振
興
と
暮
ら
し
改
革
」

を
推
し
進
め
る
予
算
編
成
を
行
う

基
本
方
針
で
あ
る
が
、
具
体
的
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。
ま
た
、

重
点
項
目
と
し
て
次
の
４
項
目
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

五
木
村
の
課
題
は
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
の
改
善
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
集

落
に
お
い
て
は
、
集
落
維
持
さ
え

困
難
に
な
っ
て

い
る
現
状
で
あ

り
、
村
民
総
参

加
の
産
業
振
興

を
図
っ
て
い
き

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
村
で

は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
感
染
予

防
対
策
は
。

五
木
村
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

実
施
計
画
に
よ
り
進
め
て
い
く
。

接
種
計
画
等
に
つ
い
て

は
、
早
く
住
民
に
お
知
ら
せ
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
テ
レ
ビ
・
新

聞
等
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
大
事
で
あ

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
。

で
き
る
だ
け

早
め
の
情
報
提
供
、
周
知
等
に
努

め
て
い
き
た
い
。

令和３年度一般会計当初予算編
成の基本方針は
木下村長　「村民総参加の着実な産業振興と暮らし改
　　　　　革」を推し進める

五
木
村
行

財
政
改
革
大
綱
の

答
申
を
受
け
て
令

和
３
年
度
か
ら
推

進
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
予
算
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

令
和

３
年
度
か
ら
検
討

に
入
る
の
で
、
具

体
的
に
は
予
算
に

反
映
さ
れ
て
い
な

い
。

令
和
３
年

度
か
ら
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
姿

勢
が
あ
っ
た
か
ら
再

生
総
合
行
政
審
議
会
に
諮
問
を
し
、

答
申
を
い
た
だ
き
、
推
進
期
間
と

し
て
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
５
年
間
、
実
施
計
画
に

基
づ
い
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。答

申
を
受
け
た
行

財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
改
革
を
進
め
て
い

く
。

一般質問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

保
険
福
祉
課
長

保
険
福
祉
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

岡本 精二 議員

五木村行財政改革大綱

①　

雇
用
の
場
の
確
保
に
関
す
る
施
策

②　

高
齢
者
の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
及
び
移
動
手

段
に
資
す
る
施
策

③　

林
業
や
観
光
な
ど
産
業
分
野
に
資
す
る
施
策

④　
「
流
水
型
ダ
ム
構
想
」
に
対
す
る
施
策
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移
住
・
定
住
に
つ
い
て

「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
」
２
０
２
１
年
２
月

号
で
、
五
木
村
総
合
７
位
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
後
、
問
い
合
わ

せ
等
は
あ
る
の
か
。

雑
誌
の

掲
載
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
多
少

増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

問
い
合
わ
せ
の
多
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
閲

覧
数
の
増
加
や
移
住
相
談
会
の
開

催
な
ど
の
要
因
が
主
な
も
の
。
雑

誌
の
件
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、

県
の
担
当
課
長
か
ら
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
と
お
言
葉

を
頂
い
て
い
る
。

ど
う
い
っ
た
内
容
の
問
い

合
わ
せ
が
多
い
か
。

家
賃
は

ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
の
が
１
番

多
い
。
子
育
て
世
代
に
つ
い
て
は

子
育
て
助
成
金
等
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。

移
住
・
定
住
促
進
事
業
の

中
で
、
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

資
料
の
中
に
、
移
住
・
定
住
に
よ
っ

て
人
口
定
着
を
図
り
た
い
と
あ
る

が
、
住
宅
の
確
保
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

令
和
３

年
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
、
移
住
・
定
住
に
特
化
し
た
業

務
に
当
た
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、

移
住
・
定
住
事
業
の
一
部
を
民
間

に
委
託
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

行
政
、
民
間
、
協
力
隊
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
全
集
落
の
空
き
家

を
調
査
す
る
。
今
年
の
９
月
頃
ま

で
に
は
現
状
を
把
握
し
た
い
。

村
長
は
移
住
・
定
住
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
掘
り
起
こ
し
を
緊

急
に
や
り
た
い
。
移
住
・
定
住
者

の
政
策
は
、
人

口
減
少
の
進
む

村
と
し
て
は
、

新
し
い
移
住
者

の
方
、
Ｉ
タ
ー

ン
、
Ｕ
タ
ー
ン

の
方
も
含
め
て

対
策
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

高
齢
者
住
宅
に
つ
い

て
高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て
、

現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

宮
園
に
建
設
す
る
と
い
う

こ
と
で
設
計
図
等
は
出
来
て
い
る

が
、
昨
年
７
月
豪
雨
以
降
、
安
全

な
場
所
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

高
齢
化
率
が
上
が
っ
て
く

る
中
で
高
齢
者
福
祉
は
大
変
重
要

だ
と
思
う
が
。

高
齢
化
率
も
上
が
っ
て

き
て
福
祉
の
重
要
性
も
増
し
て
い

る
。
高
齢
者
住
宅
棟
の
整
備
も
急

が
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
そ

れ
と
同
時
に
高
齢
者
福
祉
の
ほ
う

で
介
護
福
祉
施
設
等
の
検
討
に
今

年
か
ら
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
五
木
村
振
興
の
中

で
、
定
住
・
移
住
者
の
住
宅
問
題

等
を
県
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く

考
え
は
。県

の
ほ
う
に
も
強
く
働
き

か
け
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村政
を
問う
一般質問

川 正美 議員

高齢者住宅は
木下村長　安全な場所を探している
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当
初
予
算
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
ま
で
の
事
業

の
検
証
は
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
７
月
の

豪
雨
災
害
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
そ

の
対
応
で
、
当
初
計
画
し
た
交
流

事
業
、
観
光
事
業
な
ど
が
中
止
と

な
っ
た
。
令
和
2
年
度
に
つ
い
て

は
各
事
業
所
へ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
一
年

だ
っ
た
と
思
う
。

令
和
3
年
度
に
持
つ
べ
き

新
た
な
生
活
様
式
の
目
標
は
。

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
課
題
が
あ
り
林
業
振
興
、
教
育
、

い
ろ
い
ろ
な
産
業
を
各
課
が
で
き

る
も
の
か
ら
、
令
和
3
年
度
か
ら

取
り
組
も
う
と
今
回
予
算
計
上
し

て
い
る
。

基
幹
産
業
と
し
て
林
業
の

取
り
組
み
と
し
て
、
大
径
木
モ
デ

ル
林
と
あ
る
が
そ
の
長
期
計
画
と

は
。

モ
デ
ル
林
と
し
て
大
ま
か

な
選
定
は
行
っ
て
い
る
。
純
村
有

林
で
樹
齢
が
60
年
か
70
年
位
で
整

備
し
て
都
市
と
の
交
流
と
し
て
高

齢
者
か
ら
子
供
さ
ん
ま
で
ゆ
っ
く

り
五
木
の
良
さ
を
満
喫
し
て
も
ら

い
た
い
。人

材
育
成
と
し
て
林
業
大

学
校
を
卒
業
し
た
後
、
五
木
に
就

業
す
る
関
連
の
予
算
は
。

今
回
林
業
大
学
校
に
8
人

来
て
い
た
だ
く
。
1
人
で
も
五
木

の
林
業
従
事
者
に
な
っ
て
も
ら
う

政
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

林
業
大
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
受
け
入
れ
た
事
業
体
に
支
援

を
す
る
施
策
は
。

森
づ
く
り
検
討
委
員
会
や

事
業
所
の
方
と
の
会
議
の
場
な
ど

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
で
き
る
こ

と
は
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

以
前
、村
長
は
集
落
支
援

と
し
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
Ｉ

定
款
第
3
条
に
は
「
五
木

村
に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
及
び
村
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
し
、
五
木
村
の
円
滑
な

行
政
運
営
に
資
す
る
事
を
目
的
と

す
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
今
の
状
況
は
疑
問

点
が
残
る
が
。

移
行
す
る
と
き
に
公
益
目

的
財
産
と
し
て
１
５
０
万
円
を
毎

年
70
数
年
に
渡
り
約
1
億
円
を
村

に
返
済
と
い
う
こ
と
が
公
益
目
的

支
出
の
た
め
に
必
要
と
い
う
こ
と

と
理
解
し
て
い
る
。

五
木
村
振
興
公
社
は
受
託

事
業
で
行
政
運
営
を
円
滑
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
、
公
社
の
あ
り
方

と
し
て
一
般
の
会
社
と
は
違
う
と

思
う
が
。五

木
村
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
中
核
の
民
間
会
社
と
信
じ
て
い

る
。

Ｃ
Ｔ
活
用
の
支
援
導
入
を
考
え
て

い
る
と
言
っ
て
い
た
が
。

集
落
支
援
と
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
告
知
端
末
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
に
し
て
双
方
向
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
と
考
え
て

い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
顔
を
見

な
が
ら
無
料
通
話
出
来
る
機
能
も

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
考
え
は
。

ア
プ
リ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

入
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
も
聞
い

て
い
る
の
で
、
総
務
課
で
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

五
木
村
振
興
公
社
に

つ
い
て五

木
村
振
興
公
社
は
一
般

財
団
法
人
で
あ
る
。
そ
の
位
置
づ

け
は
。

平
成
４
年
に
発
足
し
、
民

法
の
改
正
で
平
成
25
年
３
月
に
県

か
ら
一
般
財
団
法
人
と
し
て
認
可

を
受
け
た
。
税
を
納
め
な
が
ら
行

う
と
い
う
こ
と
で
民
間
の
会
社
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

村政
を
問う

振興公社の位置づけは
木下村長　村をリードしていく民間会社

早田 吉臣 議員

振興公社車両倉庫

一般質問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長
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熊
本
県
が
進
め
て
い
た
国
道

４
４
５
号
九
折
瀬
工
区
（
1.5
㎞
）

の
う
ち
、
新
設
さ
れ
た
ア
ー
チ

橋
の
「
九
折
瀬
橋
」
か
ら
神
屋

敷
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
４
３
０
ｍ

区
間
が
3
月
31
日
に
開
通
し
た
。

3
月
27
日
に
は
、
県
主
催
の

「
国
道
４
４
５
号
九
折
瀬
工
区
工

事
報
告
会
」
が
、
金
子
恭
之
衆

議
院
議
員
、
松
田
三
郎
県
議
会

議
員
、
緒
方
勇
二
県
議
会
議
員
、

木
下
村
長
、
村
議
会
議
員
、
関

係
区
長
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
現

地
を
視
察
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
川
辺
川

ダ
ム
建
設
に
伴
う
付
け

替
え
国
道
と
し
て
国
土

交
通
省
が
旧
国
道
を
整

備
し
て
い
た
が
、
平
成

24
年
度
か
ら
県
が
引
継

ぎ
、
現
在
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
今
後

は
、
神
屋
敷
ト
ン
ネ
ル

上
流
部
の
整
備
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
3

月
完
成
予
定
だ
っ
た
村

道
神
屋
敷
線
は
、
現
在
、

工
事
施
工
中
で
あ
る
が
、
令
和

2
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
、
災
害

復
旧
を
優
先
し
た
た
め
、
今
年

8
月
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
一
部
開
通
に
よ
り
、

住
民
の
方
々
の
生
活
道
路
と
し

て
、
ま
た
、
観
光
産
業
や
人
的

交
流
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
更
な
る
交
通

利
便
性
の
向
上
と
産
業
振
興
、

災
害
時
の
迂
回
路
な
ど
、
神
屋

敷
ト
ン
ネ
ル
上
流
側
と
村
道
神

屋
敷
線
の
早
期
完
成
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

供用開始された国道445号と九折瀬橋
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て
い
ま
す
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
消
防
団
活
動

が
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。
今
年

10
月
に
防
災
ヘ
リ
訓
練
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

③
昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害
や
台
風
接

近
時
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
災
害
や
火
災
予
防
に
対
す

る
備
え
に
つ
い
て
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
。

　

昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害
時
、
各

団
員
に
は
、
分
団
長
指
揮
の
も
と
、

各
地
区
の
災
害
状
況
、
村
民
の
安

否
確
認
又
は
村
民
の
誘
導
、
被
災

箇
所
へ
の
対
応
等
い
ろ
い
ろ
と
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

予
防
活
動
に
対
す
る
備
え
は
「
要

因
動
員
力
」、「
即
時
対
応
性
」、「
地

域
密
着
」
だ
と
思
い
ま
す
。

④
消
防
団
員
加
入
や
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
減
少
の
一
つ
は
、
若

い
村
民
が
少
な
い
事
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
対
象
者
が
村
内
に

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

五
木
村
民
、
家
族
、
仲
間
の
為

に
私
た
ち
と
一
緒
に
消
防
団
活
動

を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

６日 定例全員協議会（全議員）
  広報委員会（第1回）
14日 広報委員会（第2回）
  定例郡議長会議（岡本議長）

18日 郡体育協会理事会（岡本議長）
20日 広報委員会（第3回）　　　　　
21日 例月監査（中村監査委員）
25日 広報委員会（第4回）
29日 第1回議会臨時会（全議員）
 臨時全員協議会（全議員）

３日 県理事会（岡本議長）
５日 定例全員協議会（全議員）
９日 臨時全員協議会（全議員）

12日 定例郡議長会議（岡本議長）
15日 人吉下球磨消防組合議会研修会（岡本せ議員）
16日 臨時全員協議会（全議員）
19日 県定期総会（岡本議長）

19日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
24日 例月監査（中村監査委員）
25日 人吉下球磨消防組合議会定例会（岡本せ議員）
26日 第1回人吉球磨広域行政組合議会定例会（黒川・川辺議員）

１日 議会運営委員会（各委員）
３日 定例全員協議会（全議員）
９日 第1回議会定例会開会（全議員）～16日閉会

17日 臨時全員協議会（全議員）
19日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
23日 県監査委員定期総会及び研修会（中村監査委員）
24日 定例郡議長会議（岡本議長）
 例月監査（中村監査委員）
25日 第1回人吉球磨広域行政組合議会定例会（黒川・川辺議員）
27日 R445号九折瀬工区工事報告会（全議員）
29日 第2回議会臨時会（全議員）
 広報委員会（第1回）

　

３
月
、４
月
は「
卒

業
」、「
入
学
」、「
退

職
」、「
入
社
」
な
ど

節
目
の
時
季
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
思

い
」、「
夢
」、「
希
望
」、「
不
安
」

を
抱
き
な
が
ら
過
ご
さ
れ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

五
木
村
も
ダ
ム
問
題
が
二
転
三

転
し
て
、
村
民
も
不
安
で
お
ら
れ

る
と
思
う
。
流
水
型
ダ
ム
建
設
の

規
模
や
位
置
に
つ
い
て
は
発
表
さ

れ
て
い
な
い
が
、
令
和
３
年
度
か

ら
調
査
・
検
討
に
入
る
と
紙
面
に

は
出
て
い
る
。
何
れ
発
表
さ
れ
る

だ
ろ
う
が
、
五
木
村
は
下
流
域
住

民
の
た
め
に
苦
渋
の
決
断
を
し
て

多
目
的
ダ
ム
建
設
を
認
め
た
経
緯

が
あ
る
。

　

五
木
村
が
認
め
た
多
目
的
ダ
ム

建
設
は
、
蒲
島
知
事
が
国
に
廃
止

を
求
め
、
流
水
型
ダ
ム
建
設
を
要

望
さ
れ
た
時
点
で
終
わ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
流
水
型
ダ
ム
建
設

は
、
新
た
な
ダ
ム
建
設
と
捉
え
て

い
る
の
で
、
村
民
の
民
意
は
ど
う

な
の
か
、
意
見
聴
収
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
村

づ
く
り
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題

な
の
で
、
特
に
こ
れ
か
ら
村
を
背

負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

若
い
世
代
の
意
見
は
重
要
で
あ

る
。

　

７
月
に
は
村
議
会
議
員
の
改

選
も
行
わ
れ
る
、立
候
補
に
迷
っ

て
お
ら
れ
る
人
は
、
勇
気
を
出

し
て
一
歩
踏
み
出
し
、
多
く
の

村
民
が
挑
戦
し
て
、
村
を
活
気

づ
け
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

  　

岡　

本　
　

正

①
自
己
紹
介
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
五
木
村
消
防
団

長
に
就
任
し
た
杉
山
今
朝
生
で
す
。

消
防
団
に
入
団
し
、
40
年
程
に
な
り

ま
す
。
五
木
村
の
安
全
・
安
心
の
為
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
現
在
、
五
木
村
振
興
公
社
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
の
消
防
団
員
数
や
消
防
団
で
の

取
り
組
み
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

現
在
の
団
員
数
は
、
93
名
（
基
本

団
員
78
名
、機
能
別
団
員
15
名
）で
す
。

　

各
分
団
、
団
員
減
少
で
、
第
3
分

団
2
部
（
三
浦
地
区
）
は
基
本
団
員

2
名
、
機
能
別
団
員
6
名
で
頑
張
っ

議会の動き（1月～3月）
1
月

2
月

3
月

村人
インタビュー五

木
村
消
防
団

ト
ッ
プ
に
聞
く
!! 杉

すぎやま

山今
け さ お

朝生さん（宮園）
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木
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発
行
責
任
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議
長　

岡
本　

正

編　
　
　

集　

議
会
広
報
委
員
会

次
回
の
定
例
会
は
６
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

　

ぼ
く
の
、
五
木
村
の
好
き
な
と
こ

ろ
は
、
村
の
人
た
ち
が
優
し
い
こ
と

と
、緑
が
豊
か
な
こ
と
で
す
。
毎
日
、

優
し
く
接
し
て
く
れ
た
り
、
ぼ
く
た

ち
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
ま
る
で
自

分
の
子
の
よ
う
に
、「
学
校
は
楽
し

か
っ
た
。」
と
話
し
か
け
て
く
れ
ま

す
。
間
近
に
迫
る
緑
の
山
々
、
秋
に

な
る
と
山
は
カ
ラ
フ
ル
に
染
ま
り
、

見
て
い
る
人
の
心
が
さ
わ
や
か
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
テ
キ
な
五
木
村
が

絶
対
に
無
く
な
ら
な
い
よ
う
、
将
来

人
口
が
も
っ
と
増
え
て
楽
し
い
村
に

な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
の
五
木
村
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
、
こ
の
大
自
然
で
す
。
夏
の
新

緑
、
秋
の
紅
葉
な
ど
、
美
し
い
自
然

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
頭
地
な
ど

の
新
し
い
集
落
を
み
て
い
る
と
、
五

木
村
が
緑
あ
ふ
れ
る
地
で
あ
る
こ
と

を
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
美
し
い
自
然
を
な

く
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
絶
対
に
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
が
残
る
五
木
村
を
、

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。

五
木
東
小
学
校　

６
年

中な
か
む
ら村

雄ゆ
う
と人

く
ん

五
木
東
小
学
校　

６
年

新し
ん
ざ
か坂

祐ゆ
う
と斗

く
ん

笑顔あふれる五木っ子笑顔あふれる五木っ子
五木村のステキなところぼくのふるさと五木村

vol.5


